
www.alcare.co.jp
お客様相談室 0120-770-175

東京都墨田区錦糸1-2-1 アルカセントラル19階 〒130-0013
TEL.03-5611-7800（代表）  FAX.03-5611-7825
www.alcare.co.jp 1604-2

適応範囲
裄（隆椎～尺骨頭）

65～90cm
身長

145～185cm

取扱上のご注意

洗濯方法 ●30°C以下の水で中性洗剤を使用し、手洗いしてください。
●漂白剤、乾燥機の使用、アイロン、ドライクリーニングは避けてください。

B6/6P　2C　DIC：643（グリーン）+スミ100％

■ご使用前に ●本品の適応範囲は、下記の表の通りとなっています。装着される方のサイズを
確認のうえ、ご使用ください。裄（隆椎から尺骨頭）を基準に選定し、身長はあく
までも目安としてください。

■ご使用中に ●何らかの原因で、本体および各部品が破損した場合は直ちに使用を中止してく
ださい。そのまま使用すると肩関節の確実な保持性が得られず、症状を悪化さ
せる危険がありますので十分ご注意ください。
●使用中にズレ、ゆるみが発生したら直ちに正しく装着し直してください。ズレや
ゆるみがあると、確実な保持性が得られず、症状を悪化させる危険があります
ので十分ご注意ください。

隆椎：
首の後ろの
突起部分

この間が
裄です。

尺骨頭：
手首のつけ
ね近くの突
起部分

取扱説明書

 

●ご使用前に、この取扱説明書をよくお読みのうえ、
商品の特性を十分に理解してからご使用ください。
●常に、この取扱説明書はお手元に置き、
必要に応じてお読みください。

腕つり
Arm sling

ニューアームサスペンダー
New Arm Suspender



各部の名称

使用方法

1 Y字型ベルト（ベルト①および②）の面ファス
ナー2ヶ所を内側（腕側）から外側に向かっ
て、それぞれ本体についているリングに通し
ます。

2 ベルト　 および　 の面ファスナーのA面と
B面をしっかりと貼り合わせます。

※装着したときに、面ファスナーが直接肌に触れてい
　たら、ベルトがねじれています。ねじれを直してベ
　ルトを袋の内側から外側に向かって入れ直してくだ
　さい。

B6/6P　2C　DIC：643（グリーン）+スミ100％

＊［使用上のご注意］では、その危険度に応じて次の区分をしております。
　 警告・・・・・人身事故につながるおそれのある注意事項
注　 意・・・・・物損事故につながるおそれのある注意事項

使用上のご注意

《ニューアームサスペンダー》は、骨折、片麻痺等での腕つりを用途、目的として開発されてい
ます。安全にご使用いただくため、用途以外の使用はせずこの取扱説明書に従いご使用くだ
さい。

注　意

警　告
●本品の使用に際しては、必ず医師の指導に基づいてご使用ください。
　また本品の使用により、しびれ、痛み等の異常が感じられた場合には、直ちに使用を中止し、医
師に相談し、その指示に従ってください。

●面ファスナーのA面とB面をしっかり密着してください。密着が悪いと、使用中にベルトから本
体の袋部分がはずれるおそれがあります。

●連結部のプラスチックバックル（「各部の名称」をご参照ください）は、しっかりと差し込んでは
めてください。はめ込みが悪いと、使用中に本体の袋部分が落下するおそれがあります。
●各ベルトは必ず適切な長さで使用してください。ゆるみがあると、確実な保持性が得られず、
症状を悪化させる危険がありますので十分ご注意ください。

●本品には化学繊維を使用していますので、アレルギー症等の方は使用に先立ち医師とご相談
ください。また、使用により肌に異常が現れたときは、直ちに使用を中止し、医師に相談し、その
指示に従ってください。

●使用時はプラスチックバックルに、絶対に触れないでください。
　フックがはずれるおそれがあります。

●ベルト部の面ファスナーを着衣に引っかけないよう、ご注意ください。

はじめに

面ファスナー（B面）

面ファスナー（A面） ベルト 3

袋本体

ベルト 1

ベルト 2

ベルト 3

Y字型ベルト

プラスチックバックル

本体

ベルト 1
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3 2ヶ所の面ファスナーを確実に貼り合わせた
後、患側の腕をベルト　 とベルト　 の間に
入れ、肩に掛けてください。

4 他方の手でベルト　 を矢印の向きにそって、
患側の肩から首の後ろへまわします。

6 各ベルトの調整をしてください。（各ベルトは、きちんと貼った状態で使用してください）
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※ 　の部分に肘を合わせます。
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ベルト 2

ベルト 1

ベルト 2

ベルト 3

ベルト　 のプラスチックバックルを、本体側
のプラスチックバックルへカチッと音がする
まで差し込み、しっかり差し込んであるか確
認してください。

●患側の肘を上下させたい場合・・・
　面ファスナーを再度貼り付け直
　してください。

●患側の手首を上げたい場合・・・
　ベルト　 の先端を引き上げて 
　ください。

●患側の手首を下げたい場合・・・
　プラスチックバックルのベルト
　通し部分をゆるめ、長さを調節
　してください。
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